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くりはまみんなの公園が 

横浜Ｆ・マリノスの練習場に?! 
               

久里浜 1 丁目にある「くりはまみんなの公園」は、市に寄贈

された神谷農園と、軍転法で譲渡を受けた隣接する国有地に、

地域の住民がワークショップに参加して建設されたものです。 

元は平作川を起源とする湿地帯で、水田やゴルフ場だったこ

とから、池や葦の茂みがあります。2011 年のオープン以降、バ

ードウォッチングを楽しみ、松林ではロープワークで即席の遊

具をつくり、野菜を栽培して火を起こし収穫や味覚を楽しむ子

育て支援の活動（プレーパーク）や、花の苗づくりが行われ、

地域の方や保育園の園児のお散歩コースにもなっています。 

 

―横浜Ｆ・マリノスが手狭な横浜市内の練習場を補完するため

に用地を探していたもので、上地市長が地域の活性化にもつな

がると、１月末会社と２市の３者で発表。話し合いが始まる― 

 

隣接の未利用の国有地も含め、公園の再計画として整備する

予定とのことです。代替え地を用意すれば良いという話しでは

なく、公園内でプレーパークを実施している他市の例を参考に

する等、市民利用にも配慮する必要があります。 （瀧川） 

神奈川ネットワーク運動・横須賀 

まちづくりレポート 
〒238-0011 神奈川県横須賀市米が浜通 1-3  電話／FAX 046-823-1211 

 
 

 

市議 小室たかえ 

 

ーおおぜいの市民で政治を変える！ 企業団体献金も政党助成金もありません！ー 
神奈川ネットワーク運動は、生活の中から見えてきた課題を、政治家や役所に任せきりにせず、市民主体で解決を図る、「市民社会」をめざす

地域政党です。県下には１６の自治体に 2６の地域ネットがあり、県・市議会に１5 人の女性議員がいます。新会員(年会費 1,000 円)、チラシ

まきボランティア、カンパ・バザー品の提供をお待ちしています。 ―カンパ口座 神奈川ネットワーク運動・横須賀 横浜銀行横須賀支店 541-1834959― 

◆選挙はカンパとボランティア ◆活動費は会費と市民の寄付 ◆身近な問題はミニフォーラムで解決 ◆議員は２期８年で交替 

      

♪政治サロンを開催しています 
場所： ネット・横須賀事務所（米が浜通） 

※ご相談、意見交換等もどうぞ。お気軽にご参加を。 
 （新年度議会日程未定のため、政治サロン日時も未定です。

ＨＰでお知らせします。又はお電話でお問合せください。） 
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憲
法
改
正
目
前
？
国
民
投
票
近
く
実
施
か
！ 

３
０
０
０
万
人
署
名
で 

 

議
員
年
金
復
活
に
異
議
あ
り 

～
議
員
だ
け
の
老
後
保
障
で
市
民
を
置
去
り
～ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

元
市
議 

瀧
川
君
枝 

今
国
会
で
、
議
員
立
法
に
よ
り
、
厚
生
年
金
へ

の
加
入
を
視
野
に
入
れ
た
地
方
議
員
の
新
た
な

年
金
制
度
を
復
活
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

 

国
民
年
金
の
不
安
を
置
去
り
に
し
て
、
自
民
党

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
議
員
の
な
り
手
不
足
を
解

消
す
る
た
め
の
待
遇
改
善
と
し
て
い
ま
す
。 

旧
年
金
の
後
始
末
と
重
複
・
財
源
は
税
金 

 

2011
年
に
廃
止
し
た
際
、
む
こ
う
60
年
で
１
兆

1400
万
円
の
自
治
体
負
担
を
決
め
ま
し
た
。
徐
々

に
減
少
は
す
る
も
の
の
、
横
須
賀
市
で
も
初
年
度

2
億
7700
万
円
を
拠
出
し
て
い
ま
す
。
議
員
は
自

治
体
の
雇
用
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
費
用
負
担
を

自
治
体
と
す
る
厚
生
年
金
方
式
と
し
て
お
り
、
二

重
負
担
に
加
え
無
理
な
制
度
設
計
で
す
。 

ネ
ッ
ト
の
（
元
）
議
員
は
受
け
取
り
を
放
棄
！ 

2011
年
ま
で
一
期
務
め
た
私
も
４
６
０
万
円
も

の
一
時
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
可
能
で
、
多
く
が

受
け
取
り
を
選
択
し
て
い
ま
す
。
ネ
ッ
ト
は
制
度

の
復
活
に
反
対
し
一
時
金
は
受
け
取
り
ま
せ
ん
。 

       

市民利用との両立を！ 

 

9条の
危機 
 
 

安
倍
首
相
は

2017
年
５
月
、「
憲
法
9
条
に
自
衛
隊
を
明
記
し
、

2020
年
新

憲
法
の
施
行
を
め
ざ
す
」
と
発
言
。
改
憲
の
動
き
が
加
速
し
て
い
ま
す
。 

自
衛
隊
の
明
記
は
、
平
和
憲
法
を
骨
抜
き
に
！ 

安
倍
政
権
下
で
は
、
戦
争
と
い
う
過
去
の
過
ち
を
忘
れ
て
、
憲
法
違
反
と
も
い
え

る
、
「
特
定
秘
密
保
護
法
」
・
集
団
自
衛
権
を
認
め
た
「
安
保
法
制
」
・
平
成
の
治
安

維
持
法
と
い
わ
れ
る
「
テ
ロ
等
準
備
罪
」
を
次
々
と
成
立
さ
せ
て
き
ま
し
た
。 

攻
撃
に
対
す
る
自
衛
と
解
釈
さ
れ
て
き
た
自
衛
の
範
囲
を
、
閣
議
決
定
の
み
で
、

「
集
団
的
自
衛
権
」
に
広
げ
た
自
衛
隊
の
存
在
を
憲
法
に
書
き
込
む
こ
と
は
、
な
し

崩
し
に
合
法
化
さ
せ
よ
う
と
す
る
意
図
が
み
え
ま
す
。 

自
衛
隊
の
任
務
や
規
制
を
明
記
し
な
い
ま
ま
、
自
衛
隊
の
存
在
の
み
を
書
き
込

み
、
安
全
保
障
上
の
危
機
と
煽
り
、
北
朝
鮮
を
脅
威
と
見
立
て
て
、
米
国
と
の
軍
事

一
体
化
を
進
め
る
国
の
形
は
、
ま
さ
に
国
際
紛
争
を
助
長
し
、
自
衛
官
と
国
民
を
戦

禍
に
巻
き
込
む
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
国
際
的
紛
争
を
解
決
す
る
手
段
と
し
て
の
交
戦

権
と
軍
隊
の
不
保
持
を
謳
う
憲
法
前
文
と
9
条
を
有
名
無
実
化
さ
せ
る
も
の
で
す
。 

 
 

 

Ｎ
Ｏ
！
と
い
う
一
人
ひ
と
り
の
意
思
表
示
を
ひ
ろ
げ
よ
う
！ 

９
条
の
危
機
的
な
事
態
を
共
有
し
て
、
国
会
に
お
い
て
発
議
さ
せ
な
い
よ
う
・
万

が
一
発
議
さ
れ
て
、
「
国
民
投
票
」
が
実
施
さ
れ
て
も
、
主
権
者
ひ
と
り
一
人
が
理

解
し
反
対
の
意
思
表
示
が
で
き
る
よ
う
に
、
と
今
大
き
な
運
動
＝
「
安
倍
９
条
改
憲

ＮＯ
！
３
０
０
０
万
全
国
統
一
署
名
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

横
須
賀
で
も
５
万
人
の
署
名
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
ネ
ッ
ト
・
横
須
賀
も
一
緒
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 

 

□
米
軍
基
地
と
自
衛
隊
の
ま
ち
こ
そ 

９
条
を
未
来
の
主
権
者
に
引
き
継
ぐ 

国
家
予
算
の
半
分
を
軍
事
費
に
充
て
、

経
済
的
徴
兵
制
で
成
り
立
つ
米
国
。
武
力

に
よ
る
威
嚇
や
行
使
が
、
犠
牲
と
破
壊
・

荒
廃
と
難
民
を
生
み
、
帰
還
兵
士
が
Ｐ
Ｔ

Ｓ
Ｄ
を
罹
患
し
て
い
ま
す
。 

外
交
に
よ
る
解
決
な
く
し
て
は
、
こ
の

ま
ち
で
共
に
暮
ら
す
自
衛
官
が
命
を
落
と

す
危
険
、
ま
ち
自
体
が(

被)

攻
撃
の
拠
点

と
な
る
懸
念
は
高
ま
る
ば
か
り
で
す
。 

 

両
院
と
も
与
党
が
３
分
の
２
を
占

め
る
国
会
を
踏
み
と
ど
ま
ら
せ
る
の

は
、
現
在
の
主
権
者
の
役
割
で
す
。 

 
 

 

-安倍政権がもくろむ憲法改正（＝改憲）シナリオ- 
6～7 月   今国会での憲法改正案（原案）の発議 

（衆院 100 人参院 50人以上で可能） 

両院憲法審査会で審査 

秋臨時国会 衆参両院での３分の２以上での可決で、改正の発議 

来年２月？ 国民投票：改正発議から 60～180 日以内の議決日 

（費用は税金 820 億円/自由な広報活動の展開） 

有効投票の過半数の賛成で成立（過半数の反対で否決） 

2020 年  施行？？ 

              

―発議をさせず！・国民投票には反対と書こう！― 

□
日
本
国
憲
法
の
立
憲
主
義
を
否
定 

 

現
行
の
憲
法
は
、
主
権
者
で
あ
る
国
民

の
権
利
を
、
権
力
（
政
府
）
が
奪
わ
な
い

よ
う
に
定
め
て
い
ま
す
（
＝
立
憲
主
義
）。

他
の
法
律
と
は
違
い
ま
す
。
し
か
し
、
自

民
党
の
憲
法
改
憲
案
は
国
家
中
心
主
義

で
、
権
力
の
乱
用
を
認
め
る
内
容
で
す
。 

□
憲
法
改
正
は
不
要
！ 

 

国
難
突
破
解
散
と
し
て
昨
年
１０
月
に

強
行
し
た
衆
院
選
で
の
自
民
党
公
約
の
改

憲
案
は
、
①
９
条
に
自
衛
隊
を
明
記
②
緊

急
事
態
条
項
の
創
設
③
参
院
選
区
の
合
区

解
消
④
教
育
の
無
償
化
で
す
。
②
～
④
は

法
律
で
対
応
可
能
で
、
特
に
②
は
危
険
。 
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